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初
冬
の
一
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
　
野
　
千
　
里

　
本
篇
ば
亭
松
霧
が
も
の
さ
れ
れ
振
古
一
夜
話
の
四
二
ミ
し
て
筆
な
探
っ
た

　
目
下
星
の
西
洋
名
こ
支
那
名
こ
な
比
較
研
究
申
だ
が
よ
き
参
考
書
な
得
ら

　
れ
な
い
の
で
手
許
F
あ
ろ
二
、
三
の
も
の
に
よ
つ
穴
蕪
交
な
草
し
た
の
で

　
あ
ろ
。

　
　
　
一
、
東
空
に
五
大
遊
星

宗
蒼
天
蝶
蝿
の
中
村
要
町
か
ら
昨
今
水
星
が
一
等
星
位
で
金

星
の
東
に
あ
っ
て
樂
に
見
え
る
ε
の
御
蓮
知
を
頂
い
た
の
で

去
三
月
末
に
京
都
で
見
た
が
岡
山
で
は
未
だ
曾
て
見
た
こ
ε

が
な
い
か
ら
大
正
十
年
十
一
月
十
九
日
午
前
五
時
三
十
分
起

床
東
窓
を
開
く
ε
丁
度
オ
リ
オ
ン
座
の
三
ヅ
星
の
様
に
乙
女

座
に
土
火
木
の
三
星
が
一
列
に
な
ら
び
オ
リ
オ
ン
座
の
そ
れ

よ
り
は
一
暦
美
観
を
呈
し
ス
ピ
カ
を
中
に
し
金
星
は
天
秤
座

に
あ
っ
て
燦
傑
π
る
光
輝
を
放
ち
て
そ
の
北
東
に
一
等
星
こ

れ
ぞ
水
星
で
あ
る
。
　
一
吋
望
遠
鏡
で
見
る
ξ
一
部
分
が
｛
葺
け

て
居
る
の
で
遊
星
だ
る
こ
ε
が
明
ら
か
で
あ
っ
だ
。
か
く
五

十
度
程
の
間
に
木
沢
土
金
水
の
五
大
遊
星
を
見
る
こ
ε
が
出

嫌
る
の
は
實
に
千
載
の
一
遇
で
宵
に
は
天
王
星
、
小
遊
星
ヴ

エ
ス
タ
を
見
、
曉
に
は
是
等
の
遊
星
を
見
る
こ
ご
を
得
て
大

喜
び
、
こ
れ
に
蟹
座
に
あ
る
海
王
星
を
加
へ
た
な
ら
ば
地
球

以
外
の
七
大
遊
星
が
眼
前
に
瞬
く
で
は
な
い
か
。

　
　
　
二
、
銀
河
附
近
の
星

澄
み
渡
っ
た
室
を
一
瞥
し
π
の
に
北
西
の
乱
撃
線
に
將
に
沈

ま
ん
ε
し
て
居
る
の
は
王
更
五
星
（
防
諜
畿
」
睡
）
附
路

（燗

ﾀ
）
策
（
胴
座
）
三
道
六
星
（
桐
葎
λ
、
“
い
）
で
回
船
九
星
（
執
抄

（
撫
鳶
賊
悪
大
陵
八
星
嗣
避
罫
致
κ
、
）
巻
莫
星

（嗣

〟
E
隙
意
）
は
こ
れ
に
差
寄
し
写
五
車
五
星
（
課
略
挫
嵐
齎

讐
・
）
は
眞
に
鮮
明
で
、
昴
宿
（
雄
讐
銅
、
而
訳
f
、
h
、
ゾ
は

漸
一
算
界
に
入
り
、
畢
宿
入
興
讐
避
い
勲
章
α
、
）
中
の
第

五
星
即
ち
ア
ル
デ
づ
フ
ソ
は
そ
の
光
達
に
著
し
く
参
宿
七
星

（
訂
・
け
や
喜
怒
は
西
山
に
入
ら
ん
こ
し
て
、
鍔
宿
三
星

（同

早
A
¢
、
）
も
同
様
で
、
凋
四
面
（
硬
礁
5
は
そ
の
光
薄

一
、
こ
れ
に
反
し
て
天
界
（
四
馬
）
は
目
撃
る
や
う
で
、
軍
市

五
曇
状
透
賊
．
、
）
は
そ
の
光
を
失
は
ん
ξ
し
、
弧
矢
九

星
（
曝
蛍
雪
％
、
犠
）
は
其
の
光
度
二
審
か
ら
五
等
星

迄
い
ろ
く
で
．
壽
老
人
（
カ
ノ
プ
ス
）
は
最
早
南
西
の
地
黒
線
下

に
没
し
て
見
え
な
い
。
南
河
三
星
（
艸
訣
誰
、
鉱
卵
ゾ
）
中
の
第

三
星
ε
天
狼
ε
参
宿
第
四
星
（
ベ
テ
ル
ギ
ユ
ー
ズ
）
ε
は
略
正
三
角
形

の
位
遣
に
あ
っ
て
其
の
光
揮
を
競
ひ
偉
親
を
呈
し
て
済
ま
す
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そ
の
北
に
井
宿
八
議
（
箋
誇
賦
番
い
）
天
琢
二
星
（
同
座
ワ
竪
、
8
、
ド
0
5
）
五

諸
侯
五
星
（
祠
漣
覧
θ
、
窪
、
）
北
河
三
星
（
謡
講
畝
一
轍
鎮
雪
）
が
あ

っ
て
賑
々
し
く
、
前
記
の
諸
星
は
何
れ
も
銀
河
附
近
に
あ
り

ま
す
。

　
　
　
三
、
天
頂
の
南
北
附
近
の
墨

鬼
宿
四
幅
（
櫃
漉
類
い
）
は
積
戸
λ
一
目
幡
凱
姫
U
ダ
）
を
取
圏
み
天
頂
に

近
一
、
柳
宿
群
星
（
海
蛇
座
同
座
δ
、
σ
、
η
p
、
ε
、
ζ
、
ω
、
e
、
）
は
稽
々
鮮
明
に
そ

の
東
に
星
宿
七
星
（
同
座
α
1
ー
ア
ル
フ
ヲ
ァ
ー
ド
o
d
u
β
、
乙
、
2
0
　
2
6
外
　
　
一
　
星
）
張
宿
六

星
（
銅
蒔
写
、
ゾ
し
之
れ
に
績
き
、
そ
の
南
側
に
あ
る
天
狗
七
星

（
響
惜
・
藩
叢
）
は
鮮
明
で
な
い
。
北
側
の
軒
華
七
星

（欣

附
ﾇ
・
咄
瀧
翼
面
識
、
聡
叡
）
中
の
第
＋
四
阿
は
レ

グ
ラ
ス
で
黄
道
上
に
あ
る
唯
一
の
一
等
星
で
有
名
な
も
の
で

あ
る
。
西
下
相
（
自
尽
）
西
二
相
（
θ
）
西
次
將
（
匹
）
西
上
將
（
σ
）

五
帝
座
五
星
（
第
三
星
ば
β
、
）
は
何
れ
毛
獅
子
座
の
諸
星
で
、
大

熊
座
の
北
斗
七
星
疑
い
譲
・
壌
羅
、
）
上
馬
墓
（
　
、
．
κ
）

中
台
墓
（
包
下
台
二
星
い
）
大
野
（
中
）
太
陽
（
・
）
は
樹
ほ
北

に
位
し
、
北
極
附
近
に
は
陣
触
六
星
（
砂
灌
媚
刻
艶
書
秣
齢
2
6
ダ

蟄）

髏
ｯ
雛
太
子
（
童
部
）
龍
座
中
の
上
輔
（
・
）
少
尉
（
・
）
右

櫃
（
α
）
左
櫃
（
し
）
上
戸
（
9
）
二
郎
（
η
）
上
江
（
ζ
）
門
衛
…
（
7
3
）
天

填
詞
星
⑩
鰻
般
）
天
応
五
星
礁
階
、
）
が
あ
り
ま
す
。
猟

犬
座
α
．
は
緊
急
第
一
星
で
β
は
第
四
星
外
直
覧
ε
大
熊
座
の

吋
星
ご
を
合
せ
て
常
陳
は
七
星
、
髪
座
α
は
東
上
將
、
β
は

周
回
ハ
三
星
）
第
一
星
で
あ
り
ま
す
が
著
し
く
は
な
い
。

　
　
　
四
、
粟
　
天
　
の
　
星

乙
女
座
の
黄
道
附
近
に
土
火
木
の
三
遊
星
が
明
些
々
ε
し
て

同
座
の
β
（
櫛
執
7
（
灘
執
7
（
墜
、
・
（
鯨
次
三
糠
次
）
角
宿

一
直
（
腎
ス
。
力
奉
道
二
星
隔
）
充
宿
四
星
喉
』
等
、
光
ε

り
ぐ
で
、
〃
、
の
南
に
論
蔵
二
＋
二
野
黙
黙
繁
、
諮
、
朕
廓

購
轟
勘
刑
銀
星
）
は
見
に
δ
讐
、
珍
宿
四
星
躍
動
）

右
聲
醤
左
聾
洞
座
）
長
沙
（
嗣
座
）
は
鮮
明
で
あ
り
ま
す
。

金
星
が
我
が
物
顔
に
水
星
を
律
ひ
輝
い
て
居
る
の
は
天
－
炉
座

で
、
弍
宿
ご
い
ふ
の
は
こ
の
座
の
α
、
，
、
γ
、
β
、
四
星
で
あ

っ
て
敬
夫
座
の
α
（
罫
フ
初
）
は
所
謂
大
角
で
光
輝
特
に
著
し

一
赤
色
を
帯
び
、
そ
の
両
側
に
は
右
掻
提
三
星
嘱
導
、
）
差

癬
提
三
星
魚
．
、
）
北
に
は
梗
河
三
星
触
σ
、
）
爾
ほ
其
北
に

招
曝
す
）
輝
き
七
公
七
星
中
牧
夫
座
に
驕
す
る
も
の
は
第
五

星
ン
、
第
六
星
μ
、
第
七
星
δ
で
あ
っ
て
何
時
見
て
も
美
し
い

の
は
貫
索
九
星
（
灘
．
、
ぢ
、
、
詔
賦
、
）
で
あ
り
ま
す
。
最
大
速
力

で
是
等
の
星
を
一
見
す
る
中
に
次
第
に
日
出
に
近
づ
き
だ
ん

く
ε
星
は
見
え
な
く
な
っ
て
、
地
上
に
は
霜
野
誓
う
し
て

雪
の
如
く
今
夜
も
屹
度
晴
れ
て
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
の
流
星
群

が
よ
く
み
え
る
で
あ
ら
う
ε
領
し
ん
で
書
の
勤
務
に
就
い
六
。


